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（1）会社名：有限会社オオタサービス

（2）代表者：代表取締役　太田一弘

（3）所在地：本社　〒438-0036　静岡県磐田市大立野110番地

　　　 　　　　事務所：駐車場　〒438-0086　静岡県磐田市見付1738-54

　　　　　 　　電話番号：0538-38-6668　ファックス：0538-38-6653

　　　　 　　　Ｅ－ｍａｉｌ：ｏｏｔａ－ｓ＠blue.ocn.ne.jp

（4）資本金：300万円

（5）設立年月日：昭和59年(1984年)3月13日

（6）決算期：3月1日～翌年2月末日

（7）事業の内容：産業廃棄物処理業（収集運搬、中間処理、最終処分）、

　　　　　　　　　　特別管理産業廃棄物処理業（収集運搬）、一般廃棄物処理業（収集運搬）、

（8）年間売上：260百万円（2025年2月決算）

（9）従業員数：21人（2025年3月現在）

（10）事務所・処分場・駐車場面積

事務所・駐車場

中間処分場

中間処分場

最終処分場

コンテナ置場

（11）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

　　代表者：太田一弘　Ｅ－mail：oota-ｋ@blue.ocn.ne.jp

　　環境管理責任者：太田一弘

　　担当者：太田一弘

（12）対象範囲（認証・登録範囲）

Ⅰ.事業活動の概要

用途 住所 敷地面積（m2） 建物面積（m2）

本社 磐田市大立野110

2,000 75.9

3,727

986

一般廃棄物処理業（収集運搬）

磐田市見付1738-54

磐田市見付1720-241,1738-55,1738-68

磐田市大久保600-1

磐田市見付1634-1外8筆

磐田市見付1720-10

産業廃棄物処理業（収集運搬、中間処理、最終処分）

特別管理産業廃棄物処理業（収集運搬）

9,952

5,692
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＜権限及び役割＞

　経営責任者

　①環境経営全般に対して責任と権限

　②環境方針の作成と社員への周知

　③全体の評価と見直し

　④実施体制の構築

　環境管理責任者

　①環境経営活動の推進

　②環境目標及び環境計画の作成

　③環境経営推進会議の実施

　④経営者への進捗報告

　ＥＡ-21活動事務局

　①各部門のデータのまとめ

　②活動計画の実績管理

　③環境管理責任者補佐

　④法規制最新版管理

　⑤文書・記録の管理

　各課、部門

　①環境計画の実施

　②月別部門データの集計

　③問題点の把握と是正の実施

　④推進会議の出席

　⑤従業員教育

Ⅱ.実施体制及び役割・権限

代表取締役（環境管理責任者） 太田一弘

収集運搬 中間処分 最終処分 営業 総務・経理

ＥＡ事務局 取締役 太田照男

３



１． 環境関連法規及び条例等を遵守します。

２． 環境経営の継続的改善に努めます。

３． 受託した産業廃棄物の分別を徹底します。

４． 車両からのＣＯ2排出量の削減に努めます。

５．

６． 社外からの要求に応じ、環境に関する情報の開示をします。

７． 節水に努めます。

８． グリーン購入に努めます。

　　　　　 有限会社オオタサービス
　　　　　 代表取締役　太田一弘

Ⅲ.環境経営方針

≪基本方針≫

≪行動方針≫

一般廃棄物処理及び産業廃棄物処理の業務を通し、環境への配慮・顧客の
満足度向上に努めます。

制定日　2014年2月1日
改定日　2019年3月27日

　私達は廃棄物の処理業者として、収集運搬業・中間処理業・最終処分業を通じ継
続的な循環型社会の構築・維持に貢献する。
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１． 中長期の目標について

◆ 中長期的環境経営目標

基準年

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

％ 50以上

kg-ＣＯ2 249,521 -1% -2% -3%

kWh 56,689 -1% -2% -3%

ℓ 679 -1% -2% -3%

ℓ 897 -1% -2% -3%

ℓ 5,190 -1% -2% -3%

ℓ 79,813 -1% -2% -3%

m3 2,227 -1% -2% -3%

＜備考＞
１．

２．

実施した 実施に努める

二酸化炭素排出量

Ⅳ.環境経営目標

下表の環境経営目標は、2025年度以降のものです

環境経営目標項目 単位

目標削減率

受託した産
業廃棄物の
収集運搬・処
分における
環境配慮に
関する項目

適正処分量把
握・改善

実施した 実施に努める

50%以上を目指す

グリーン購入 購入に努める

地域への貢献環境活動 実施に努める

リサイクル率は、再資源化等量小計を中間処理後処分量で除したものである。
二酸化炭素排出量の算出には日本テクノ㈱の排出係数0.484kg-CO2/kWhを使用した。

　　購入電力

　　灯油

　　Ａ重油

　　ガソリン

　　軽油　

水使用量

リサイクル率向上

業務改善（適切
な収集運搬計画
等）
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担当

太田一弘

太田一弘

太田一弘

事務

太田一弘

太田照男エコアクション21関係

地域への貢献環境活動

二酸化炭素排出量
の削減

グリーン購入

・施設近隣の草刈等

車両燃料の
効率化

電力節約

緊急事態訓練 年1回実施

・環境経営レポート作成準備

毎日

伝票到着時

毎日

伝票到着時

水使用量

決算月実行

伝票到着時

・緊急地震への対応及び訓練

・焼却炉からの出火の対応

・環境活動文書記録の整備・準備

Ⅴ.環境経営計画

スケジュール取組内容

毎日

随時

適正処分量
把握・改善

リサイクル
率向上

・廃棄物の搬入と排出量の管理

取組項目

受託した産業廃棄
物の収集運搬・処分
における環境配慮に
関する項目

太田一弘

・混合廃棄物の分別

業務改善

・適切な収集運搬計画

太田一弘

太田一弘

・施設稼働時間の把握・改善

・受託産廃のリサイクル

・リサイクル勉強会

・リサイクル品の情報収集

・待機時間の短縮化

・作業時間の短縮化 随時

太田一弘

全員

全員

・グリーン商品の購入 購入時

・水の使用量管理

・アイドリング禁止

・走行時間の管理

・未使用のパソコンの電源オフ

・機械設備の休止時電源オフ

・電力量の管理

・空ふかし、急発進、急ブレーキ禁止

年1回実施

６



１． 2024年度の環境経営目標と環境実績

2018年度

基準値 削減率 目標値Ａ 実績値Ｂ Ｂ/Ａ ※評1 ※評2

kg-CO2 417,210 -6% 392,177 249,521 0.636 〇 〇

ｋWｈ 81,443 -6% 76,556 56,689 0.740 〇 〇

ℓ 413 -3％ 400 679 1.698 × ×

ℓ 33,357 -6% 31,355 897 0.029 〇 〇

ℓ 9,191 -6% 8,639 5,190 0.601 〇 〇

ℓ 99,038 -6% 93,095 79,813 0.857 〇 ×

ｍ3 2,461 -6% 2,313 2,227 0.963 〇 ×

※評1：単純排出量比較で1以下は目標達成○、それ以外は目標未達×とする。

２．

※評2：売上原単位評価で0.833（当期売上／基準年売上）（260／312）以下は、目標達成○とする。

※リサイクル率　2478.96ton／4289.08＝57.8％

Ⅵ.環境経営目標の実績

環境目標項目 単位
2024年度 評価

実施 ○

適正処分量
把握・改善

実施した
実施に努

める
実施

業務改善（適
切な収集運
搬計画等）

実施した
実施に努

める

○

○

　ガソリン

水使用量

% 50以上 50以上 57.8

受託した産
業廃棄物の
収集運搬・
処分におけ
る環境配慮
に関する項
目

二酸化炭素排出量

　購入電力

　灯油

　Ａ重油

リサイクル率
向上

　軽油　

　　購入電力を減らすことが出来ました引き続き努めます。

取組結果評価

実施 ○

＜備考＞

その他
地域への環
境貢献活動

実施に努
める

グリーン購入
購入に努

める

実施に努
める

実施 ○
購入に努

める

７



3．環境目標・実績及び推移
　（1）二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量（ｋｇ-ＣＯ2）
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

目標値 452,541 475,611 413,038 408,866 404,694 400,522 396349 392177
実績値 480,416 417,210 437,141 364,014 315,038 274,003 256642 249521

2024年度　エネルギー別二酸化炭素排出量（ｋｇ-ＣＯ2）

購入電力 灯油 Ａ重油 ガソリン 軽油
27,437 1,691 2,431 12,040 205,919

図１　二酸化炭素排出量推移
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2024年度エネルギー別二酸化炭素排出割合（％）
購入電力 灯油 Ａ重油 ガソリン 軽油

11.00% 0.68% 0.97% 4.83% 82.52%

.
＜コメント＞
　二酸化炭素排出量が減った理由は購入電力とA重油の使用量が減です。
　廃棄物焼却時間が減ったことが考えられます。

水使用量（m3）
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 204年度

2,996 2,461 2,425 3,105 3,215 3,192 2,790 2,227

＜コメント＞
　廃棄物焼却時間が減ったことが考えられます。
　他には必要のない使用はしない様、心がけます。

図４　水道使用量の推移

図２　2024年度エネルギー別二酸化炭素排出量

図３　2024年度エネルギ―別二酸化炭素排出割合
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 継続取組

○

○

○

○

＜評価＞○印：実行できた　△印：推進中　×印：達成できず

Ⅶ.環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

受託した
産業廃棄
物の収集
運搬・処分
における
環境配慮
に関する
項目

適正処分
量把握・
改善

期末記入欄

環境目標 取組内容 評価

業務改善 ・作業時間の短縮化

・適切な収集運搬計画

次年度の
取組内容

継続取組

継続取組

継続取組

出荷先の条件を満たすため分
別方法の変更

出荷先との連絡を密に取り出
荷量を増やす

取組結果評価（コメント）

グリーン購入 ・グリーン商品の購入

エコアクション21関係
・環境経営レポート作成準備

・環境活動文書記録の整備・準備

地域への貢献環境活
動

・施設近隣の草刈等

緊急事態訓練

草刈りを行い景観を良くし、清
潔感をアピール出来た

節水に努める

お互いにチェック・声の掛け合
いをすること

優先すること

早く取り組めた

お互いにチェック・声の掛け合
いをすること

常にドライバーと相談し実行で
きた

・焼却炉からの出火の対応

収集運搬担当者・営業担当者
へ呼びかけ

違反者なし

建設現場では引き取り場所が
変わるため適切な運搬ルートを
見直す

二酸化炭
素排出量
の削減

排水量の削減 ・水使用量管理

・アイドリング禁止

電力節約

・未使用のパソコンの電源オフ

・機械設備の休止時電源オフ

・電力量の管理

車両燃料
の効率化

・走行距離及び時間の管理

・混合廃棄物の分別

・受託産廃のリサイクル

・リサイクル勉強会

・リサイクル品の情報収集

・待機時間の短縮化

・廃棄物の搬入と排出量の管理

・施設稼働時間の把握、改善

リサイクル
率向上

・空ふかし、急発進、急ブレー
キ禁止

継続取組

実施 継続取組

○

継続取組

○

継続取組

継続取組

継続取組

○

○

月ごとの数字管理を早く実行

○

・緊急地震への対応及び訓練

１０



1．環境関連法規の遵守状況
　　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありません。

　　　　　　　　　　　　　　 確認日：2025年5月23日

確認者：太田一弘

遵守状況

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

該当なし

＜備考＞　○印：遵守、△：対策検討中、×印・不遵守

2．違反、訴訟等の有無
　関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟のありませんでした。また、近隣住民からの苦情等もありませんでし
た。

グリーン購入法 環境物品の購入 事業者の一般的債務

自動車リサイクル法 引取業者への引渡し リサイクル料金の支払

産業廃棄物処理業者の責務（受託した産業廃棄物の適正処理）

土地所有者等の所有土等の適正管理

知事への産業廃棄物の処理状況の報告等

土地所有者等産業廃棄物の不適正な処理が行われた場合における知事への通報と
生活環境の保全上の支障の除去又は発生の防止のための必要な措置の実施

静岡県産業廃棄物
の適正処理に関す
る条例

フロン排出抑制法 第1種特定製品の簡易点検 第1種特定製品の建設機械5台の簡易点検

Ⅷ.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法規・条例・規制名 適用内容または規制基準値 取組内容

産業廃棄物収集運搬業許可（静岡
県）

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

車両への書類携帯義務

許可番号等

マニフェスト・許可証写し

車両表示義務

○

産業廃棄物委託先との契約

特別管理産業廃棄物収集運搬業許
可（静岡県）

産業廃棄物収集運搬業許可（愛知
県）

産業廃棄物処分業許可（静岡県）

産業廃棄物処理施設定期検査

返却物の返却

5年間

6月30日までに提出

○

特定家庭用機器再
商品化法（家電リサ
イクル法）

ダイオキシン類対
策特別措置法

ダイオキシンの測定 年1回 ○

浄化槽管理者の浄化槽の保守点検
及び浄化槽の清掃（10条）

定期検査（指定検査機関の行う水質
に関する検査）（11条）

大きさ60ｃｍ×60ｃｍ以上等

浄化槽法 維持管理業者・測定機関との契約

マニフェストの保管

投棄禁止

○

○

契約の締結

該当家庭用機器のリサイクル券購
入・指定施設への搬入

テレビ・冷蔵庫・家庭用エアコン・洗濯機 ○

帳簿の作成・保管

廃棄物の飛散防止

保管場所の表示

定期報告

処理基準遵守

マニフェストの管理

更新申請・変更許可・変更届

定期検査　5年ごと

不法投棄を行わない

シートを被せる等
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1．見直し関連情報

2．代表者による全体評価・見直し指示事項等

有限会社オオタサービス

経営レポート以外は「記録・文書」として作成しました。

継続して取り組みます。

Ⅸ.代表者による全体評価と見直しの結果

取引先・業界・関係行政機
関・その他の外部同行

項目 確認 （必要に応じて評価・コメント記載）

1 エコアクション21文書

○

○

2 環境経営目標 ○

○

○

継続して取り組みます。

記録に記載しました。

記録に記載しました。

温暖化によりエアコンの使用量は増えていますが過度の使用は控えるよう努めます。普段の心がけは
継続して取り組めるよう、使用しない電気機器・照明灯をまめに消し、身近なことから取り組んでいきた
いです。燃料使用量については、引き取り場所等により増減がありますが、効率良い運行経路の選定・
燃費の良い運転操作を心がけたいと思っています。
　環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画・実施体制については、状況に応じ見直していきたい
と思っています。

問題点の是正・予防措置の
実施状況

記録に記載しました。

記録に記載しました。

3
環境経営計画及び取り組み
実施状況

4
環境関連法規要求一覧及び
遵守状況

5
外部コミュニケーション・対応
記録

6

○

○

代表取締役　太田一弘

7

8 その他（　　　　　　）

2025年5月26日
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1.産業廃棄物関係保有許可の内容

Ⅹ．廃棄物関係保有許可内容、施設の状況受託した廃棄物の処理量等

　（1）処分
種
類

許
可
都
道
府
県
及
び

政
令
市

許
可
番
号

許
可
の
年
月
日

許
可
の
有
効
年
月
日

施設の種類 設置の場所 設置年月日

動植物性残さ：1.04ｔ/日（8.0時間）

産業廃棄物の種類及び処理能力

産
業
廃
棄
物
処
分
業

静
岡
県

第
0
2
2
4
1
0
1
8
8
6
5
号

令
和
3
年
7
月
1
0
日

令
和
8
年
7
月
9
日

事
業
の
用
に
供
す
る
全
て
の
施
設

焼却施設
（№1）

磐田市見付
字桧子ケ谷
1720番241

平成14年6月20日

汚泥：0.66ｔ/日（8.0時間）

廃油：0.57ｔ/日（8.0時間）

紙くず：1.20ｔ/日（8.0時間）

木くず：0.96ｔ/日（8.0時間）

繊維くず：1.13ｔ/日（8.0時間）

破砕施設 同上 平成6年8月8日

廃プラスチック類：4.85ｔ/日（8.0時間）

ゴムくず：16.58ｔ/日（8.0時間）

金属くず：9.59ｔ/日（8.0時間）

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず：13.93ｔ/日（8.0時間）

がれき類：13.61ｔ/日（8.0時間）

紙くず：7.58ｔ/日（8.0時間）

木くず：8.06ｔ/日（8.0時間）

焼却施設
（№2）

同上 平成8年8月12日
廃プラスチック類：0.10ｔ/日（8.0時間）

廃油：0.10ｔ/日（8.0時間）

圧縮梱包施
設

磐田市見付
字桧子ケ谷
1738番55

平成20年3月3日

廃プラスチック類：436.00ｔ/日（8.0時間）

金属くず：1,236.80ｔ/日（8.0時間）

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず：989.60ｔ/日（8.0時間）

がれき類：1,236.80ｔ/日（8.0時間）

紙くず：619.20ｔ/日（8.0時間）

木くず：641.60ｔ/日（8.0時間）

破砕施設
（廃石膏

ボードに限
る。）

磐田市見付
字桧子ケ谷
1738番68

平成15年9月29日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず：6.60ｔ/日（8.0時間）

紙くず0.60ｔ/日（8.0時間）

安定型最終
処分場

磐田市見付
字茨気1634
番1　外8筆

平成3年7月10日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき
類
処理能力：埋立地面積（9,952ｍ2）　埋立容量
（76,060ｍ3）　残容量（33,138ｍ3）
情報公開について：事務所にて資料を備え付けてい

繊維くず：186.40ｔ/日（8.0時間）

薬剤による
固化施設

磐田市大久
保字三ノ平

600番1
平成22年11月5日 汚泥：100.80ｍ3/日（8.0時間）

圧縮施設
磐田市見付
字桧子ケ谷
1720番241

平成28年9月8日 廃プラスチック類：68.40ｔ/日（8.0時間）
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吉田町 許可第5-7号 令和5年12月14日
令和6年1月7日から令和8年1
月6日まで

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬

業

2024年1月6日から2026年1月5
日まで

御前崎市 御環第309号 令和5年12月28日

事業の範囲

市町村名 許可番号

令
和
8
年
7
月
9
日

静
岡
県

令
和
3
年
7
月
1
0
日

第
0
2
2
5
2
0
1
8
8
6
5
号

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

愛
知
県

事業の区分 積替え、保管を除く。

汚泥（水銀含有ばいじん等を除く。）、廃油、廃プラス
チック類（自動車等破砕物を除く。石綿含有産業廃棄
物を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、（自
動車等破砕物を除く。）、ガラスくず・コンクリートくず
（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを
除く。）及び陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。石綿
含有産業廃棄物を含む。）、がれき類（石綿含有産業
廃棄物を含む。）
 
   以上　9品目（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

第
0
2
3
0
0
0
1
8
8
6
5
号

許可の年月日 有効期限

収集運搬（積替え及び保管行為を除く）

令
和
3
年
1
0
月
1
4
日

特別管理産業廃棄物の種類

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ、特定有
害廃石綿等

                         以上4品目

取扱一般廃棄物の種類

事業の区分

収集運搬（積替え及び保管行為を除く）

事業の範囲

事業の範囲

令
和
8
年
7
月
9
日

令
和
8
年
1
0
月
1
3
日

事業系一般廃棄物

事業系一般廃棄物

（2）収集運搬

令
和
3
年
7
月
1
0
日

第
0
2
2
0
2
0
1
8
8
6
5
号

静
岡
県

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

許
可
番
号

種
類

許
可
の
年
月
日

許
可
都
道
府
県
及
び
政
令
市

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用
製品産業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず（水銀
使用製品産業廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物及び水銀
使用製品産業廃棄物を含む。）、がれき類（石綿含有
産業廃棄物を含む。）、燃え殻、汚泥（石綿含有産業廃
棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、廃油、
廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性
残さ、鉱さい、ばいじん
 以上　16品目

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

許
可
の
有
効
年
月
日

事業の区分
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2.施設等の状況
　（1）収集運搬関係
　　①産業廃棄物　静岡県（2024年5月22日時点）
　　　イ．運搬車両

1 3,850
2 3,900
3 3,300
4 8,900
5 3,650
6 3,500
7 2,850
8 3,650
9 2,550
10 2,550
11 3,350
12 350
13 350

　　　ロ．運搬容器

浜松100せ7194
浜松100せ7195

浜松100す4744
浜松100は3007
浜松100せ1048
浜松100せ3098
浜松100せ3800

コンテナ

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産
業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず、（水銀使用製品産業
廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、燃え殻、汚
泥（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、鉱さい、ばいじ
ん、廃油、廃酸、廃アルカリ

3.3m3

石綿含有産業廃棄物は、シート
掛け、フレコン積め等の飛散防
止措置を行う。水銀使用製品
産業廃棄物は、破損することの
ないよう、形状、大きさ、材質等
に適した容器に入れる。

自動車登録番号又は車
両番号

有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス

有限会社オオタサービス

浜松130さ4200

浜松480ち3897
キャブオーバ

コンテナ

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産
業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず、（水銀使用製品産業
廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、燃え殻、汚
泥（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、鉱さい、ばいじ
ん、廃油、廃酸、廃アルカリ

1.0m3

キャブオーバ
有限会社オオタサービス

キャブオーバ
キャブオーバ

運搬容器
等の名称

脱着装置付コンテナ専用車

コンテナ 2.2m3

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産
業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず、（水銀使用製品産業
廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、燃え殻、汚
泥（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、鉱さい、ばいじ
ん、廃油、廃酸、廃アルカリ

8.0m3

石綿含有産業廃棄物は、シート
掛け、フレコン積め等の飛散防
止措置を行う。水銀使用製品
産業廃棄物は、破損することの
ないよう、形状、大きさ、材質等
に適した容器に入れる。

キャブオーバ

容量 備考

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産
業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず、（水銀使用製品産業
廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、燃え殻、汚
泥（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、鉱さい、ばいじ
ん、廃油、廃酸、廃アルカリ

石綿含有産業廃棄物は、シート
掛け、フレコン積め等の飛散防
止措置を行う。水銀使用製品
産業廃棄物は、破損することの
ないよう、形状、大きさ、材質等
に適した容器に入れる。

最大積載量
（㎏）

所有者又は使用者車体の形状

脱着装置付コンテナ専用車

キャブオーバ
ダンプ

有限会社オオタサービス

脱着装置付コンテナ専用車 浜松100さ4200
浜松100す4075

有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス脱着装置付コンテナ専用車
有限会社オオタサービス

蓋付ドラ
ム缶

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産
業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず、（水銀使用製品産業
廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、燃え殻、汚
泥（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含
む。）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、鉱さい、ばいじ
ん、廃油、廃酸、廃アルカリ

有限会社オオタサービス

有限会社オオタサービス

バン 浜松480て8528 有限会社オオタサービス

200Ｌ

石綿含有産業廃棄物は、シート
掛け、フレコン積め等の飛散防
止措置を行う。水銀使用製品
産業廃棄物は、破損することの
ないよう、形状、大きさ、材質等
に適した容器に入れる。

石綿含有産業廃棄物は、シート
掛け、フレコン積め等の飛散防
止措置を行う。水銀使用製品
産業廃棄物は、破損することの
ないよう、形状、大きさ、材質等
に適した容器に入れる。

有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス

浜松100せ8684

キャブオーバ

用途

コンテナ
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②産業廃棄物　愛知県（2024年5月23日時点）

　イ．運搬車両

1 2,850
2 3,850
3 3,900
4 3,300
5 8,900
6 3,650
7 3,500
8 3,650
9 2,550
10 2,550
11 3,350
12 350
13 350

容量

▲は水銀含有ばいじんを除く、＊は自動車等破砕物を除く、■は石綿含有産業廃棄物を含む
☆は工作物の新築・改築又は除去に伴って生じたものを除く

容量
2.2ｍ3
8.0ｍ3
3.3ｍ3

所有者又は使用者

浜松100せ3800
浜松100さ4200

運搬容器の名称 備考用途

有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス

有限会社オオタサービス

脱着装置付コンテナ専用車

バン 浜松480て8528

有限会社オオタサービス

キャブオーバ

キャブオーバ

有限会社オオタサービスキャブオーバ 浜松100せ3098

浜松100せ7194 有限会社オオタサービス

有限会社オオタサービス
脱着装置付コンテナ専用車

浜松100せ1048 有限会社オオタサービス

有限会社オオタサービス

浜松130さ4200

浜松480ち3897 有限会社オオタサービス

脱着装置付コンテナ専用車

キャブオーバ 浜松100せ7195
キャブオーバ 浜松100せ8684

キャブオーバ

キャブオーバ 浜松100す4744 有限会社オオタサービス
浜松100は3007

有限会社オオタサービス

有限会社オオタサービス

浜松100す4075

ダンプ

脱着装置付コンテナ専用車

木くず
繊維くず
金属くず＊
ガラスくず・コンクリートくず☆及び陶磁器くず＊■

汚泥▲
廃油
廃プラスチック類＊■

がれき類■

最大積載
量（㎏）

車体の形状
自動車登録番号
又は車両番号

1.0m3

キャブオーバに搭載する際は、過積
載にならないよう注意する。

200Ｌ

コンテナ 2.2m3 キャブオーバに搭載する際は、過積
載にならないよう注意する。

コンテナ

備考

ドラム缶

3.3m3 キャブオーバに搭載する際は、過積
載にならないよう注意する。

がれき類■

紙くず
木くず
繊維くず
金属くず＊
ガラスくず・コンクリートくず☆及び陶磁器くず＊■

コンテナ

汚泥▲

8.0m3

廃油
廃プラスチック類＊■
紙くず

汚泥▲

金属くず＊

木くず

ガラスくず・コンクリートくず☆及び陶磁器くず＊■

木くず

廃油

がれき類■

紙くず

汚泥▲

破損しない様、緩衝材を使用する
用途

蛍光管、ＨＩＤランプ及び放電ランプ
蛍光管、ＨＩＤランプ及び放電ランプ
蛍光管、ＨＩＤランプ及び放電ランプ

廃プラスチック類＊■

廃油

繊維くず

廃プラスチック類＊■
紙くず

廃ランプ類専用ケース
廃ランプ類専用ケース

運搬容器の名称

廃油

繊維くず
金属くず＊

がれき類■
ガラスくず・コンクリートくず☆及び陶磁器くず＊■

汚泥▲

廃ランプ類専用ケース
破損しない様、緩衝材を使用する
破損しない様、緩衝材を使用する

コンテナ
キャブオーバに搭載する際は、過積
載にならないよう注意する。
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③特別管理産業廃棄物　静岡県（2024年5月23日時点）
　イ．運搬車両

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

　ロ．運搬容器

（2）処理施設関係

　（3）重機等

2,550

浜松100せ1048
浜松100せ3098
浜松100せ3800
浜松130さ4200

浜松100は3007

キャブオーバ

自動車登録番号又は車
両番号

3,650
3,500
2,850
3,650
2,550

キャブオーバ
キャブオーバ

脱着装置付コンテナ専用車
キャブオーバ

脱着装置付コンテナ専用車
脱着装置付コンテナ専用車

キャブオーバ

車体の形状

ダンプ
脱着装置付コンテナ専用車

キャブオーバ
キャブオーバ

浜松100さ4200
浜松100す4075
浜松100す4744

浜松100せ7194
浜松100せ7195
浜松100せ8684
浜松480ち3897

バン 浜松480て8528 350 有限会社オオタサービス

3,350
350 有限会社オオタサービス

3,900

最大積載量
（㎏）
3,850

3,300
8,900

所有者又は使用者

有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス

有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス
有限会社オオタサービス

ＰＣ120バックホー

バックホーＰＣ78

容量 備考
2.2m3

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ
引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ

コンテナ

用途

02-8FDJ35リフト

ＰC30バックホー

11ＦＤ25ＰＡＸリフト

ＡＺ-45型

ＰＣ200バックホー

8.0m
3

1.0m3

運搬容器の名称
コンテナ

コンテナ
コンテナ

蓋付ドラム缶

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ

施設の種類 機種名
焼却施設 ＣＸ-5ＬＷＨ型

0.60～6.60ｔ／日（8.0）時間
4.85～16.58ｔ／日（8.0）時間
0.10ｔ／日（8.0）時間
0.57～1.20ｔ／日（8.0）時間

3.3m
3

200Ｌ
引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ
引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ

ＡＰＳ-40型焼却施設
破砕施設

ＬＢＷ-1510-100Ｃ型

処理能力

埋立容量：76,060m3

68.40ｔ／日（8.0）時間圧縮施設
薬剤による固化施設

186.40～1,236.80ｔ／日（8.0）時間

コマツ　WA50-8　ローダー 1台

2台
2台

1台

1台
1台

バックホーＳＫ235-ＳＲ-ＩＥＳ

安定型最終処分場

破砕施設
圧縮梱包施設

台数

1台
1台

種類

100.80m3／日（8.0）時間

埋立地面積：9,952m2

ＣＺ-100型・ＥＣ-1500Ｗ型

プレッサー110Ｅ型
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3.受託した廃棄物の処理量
　（1）産業廃棄物

紙くず

木くず

アスがら

圧縮梱包・焼却

圧縮梱包

廃石膏ボード

がれき類

22

木くず

廃熱利用 192

がれき類

破砕・圧縮梱包・焼却

コンがら

汚泥

廃油

廃石膏ボード

廃アルカリ

引火性廃油

石綿含有（廃プラ）

廃油

石綿含有（がれき）

ガラ陶くず

紙くず

繊維くず

廃油

うち再
資源化

等

金属くず

4

549

0 0

1

2125 2604

67 54 94

560

854

352266

49

4709

198 270

中間処理量合計

汚泥

廃酸

石綿含有（ガラ陶）

破砕

コンがら 破砕

175

28 22 9

薬剤による固化

焼却

33 49

破砕 544

136

557

1163

4297

3 3 2

処分方法等
2016年度 2017年度 2018年度

678 501

97 253

674

154

195 215

463

240

廃プラスチック類

処分方法等 廃棄物等種類

272 225

3 1 1

8

処理量（ｔ） 処理量（ｔ） 処理量（ｔ）

1639 1900 2056

713

308 323

465 459 368

568

242

97

241

1

紙くず 332

0

廃プラスチック類

381

金属くず

37

繊維くず

254 109

92

77

261 229 313

518

739656

2

0

67 53

1

6 3

ガラ陶くず

723

中間処理
繊維くず

29

16 16

安定型埋立

再資源化等量小計 1389 1266

アスがら 破砕

収集運搬量合計

破砕

圧縮梱包後製紙原料化

焼却

224

木くず 圧縮梱包・焼却

0

汚泥 改良土

518

4890

263

2394

98

24

315

1

16

237

162

5773

廃プラスチック類 原料化・資源化 288

118最終処分量合計 137 152

560

紙くず

549

162 33

金属くず

15

52 60 35

80 63 68

ガラ陶くず

がれき類

がれき類（石綿含有）

安定型埋立

安定型埋立

最終処分

5

圧縮梱包後製鋼原料化

5143 5625

315

1880

0

1

204

28

12

28

98

16

368

3

522

2228

1041

2

4873

処理量（ｔ）

1

2020年度

439

195

952

495

15

1

7

114

178

581

0

0

12

1

28

2019年度

処理量（ｔ）

1967

716

321

430

607

309

42

483

174

483

10

28

1188

5416

4

0

204

1

189

535

826

41

9

21

2

0

0

1

1

2

5266

2387

779

336

518

212

3

224

560

101

44

11

590

46

55

51

224

191

518

590

1574

5765

4

5

2024年度

処理量（ｔ）

1656

856

363

377

673

1

142

428

73

30

9

65

30

0

0

0

7

0

13

4723

1948

905

379

442

160

1

0

442

65

870

4614

0

3

17

21

153

446

73

29

9

65

0

236

126

2021年度

処理量（ｔ）

1882

885

402

387

181

1

169

475

114

21

8

9

2

0

0

2

1

1

4540

2222

959

437

485

195

4

485

2

1054

5154

0

29

36

65

209

483

115

21

13

2

12

401

154

2022年度

処理量（ｔ）

1758

898

358

329

149

1

191

447

191

17

6

10

3

1

1

1

21

350

131

1

4

4366

2042

959

380

365

183

4

365

0

867

4759

0

4

42

46

収集運搬

燃え殻 0 0 0 0 0 0 0

234

464

100

17

11

0

2023年度

処理量（ｔ）

1900

1060

417

376

682

1

183

557

236

32

6

74

11

0

0

0

0

0

3

0

5538

2227

1115

436

414

210

3

209

588

134

33

9

79

7

352

160

414

70

1003

5457

0

9

51

60

石綿含有（廃石膏） 0 0 0 0 0 0 0
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2021年度 2022度 2023度 2024度

処理量（ｔ） 処理量（ｔ） 処理量（ｔ） 処理量（ｔ）

510 171 355 299

1,600 1,480 1,482 1,256

3 36 7 22

2 3 4 16

204 100 47 92

100 43 112 95

10 14 10 31

0 0 5 0

0 0 0 0

0 0 0 0

100 370 390 394

0 0 0 0

854 830 1,040 660

400 350 352 236

180 134 161 61

0 0 210 65

492 464 588 446

115 100 134 73

21 17 33 30

485 365 414 442

2 0 64 65

4 2 6 5

2,653 2,632 3,392 2,479

5,082 4,479 5,414 4,289

　（2）一般廃棄物

2021年度 2022年度 2023年度 2023年度

処理量（ｔ） 処理量（ｔ） 処理量（ｔ） 処理量（ｔ）

607

0

0 0

0

98

16

483

28

10

2,532

5,053

2020年度

処理量（ｔ）

0.70.73

20

0

0

159

0

763

368

0

4

426

1,624

0管理型埋立（委託）

2018年度

処理量（ｔ）

0.57

0

4,774 5,410 5,583

御前崎市

汚泥

事業系一般廃棄物（し尿
及び浄化槽汚泥又は感
染性でないものに限る。）

可燃物（感染性でないも
のに限る）

一般廃棄物の種類
2016年度

処理量（ｔ）

0

1.18

市町村名

汚泥

ガラ陶くず 路盤材等（委託） 0 0 0

360

処理方法 廃棄物種類 処分方法等

ガラ陶くず

がれき類

混合廃棄物

燃え殻

安定型埋立（委託）

廃プラスチック類 安定型埋立（委託）

廃プラスチック類 中間処理後埋立（委託）

中
間
処
理
後
の
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分

再
資
源
化
等

管理型埋立（委託）

安定型埋立（委託）混合廃棄物

アスがら

廃石膏ボード

路盤材等（委託）燃え殻

再資源化等量小計

503

0

90 0

10 7 4

421

2016年度

処理量（ｔ）

2017年度 2018年度

処理量（ｔ） 処理量（ｔ）

86 70 152

000

148 229 240

331

26

204

174

　　　・ＦＡＸ：0538-38-6653

0 0

590

4

2,977

5,650

2019年度

処理量（ｔ）

170

51

695

244

製鋼原料・フラフ燃料・RPF（委託）

コンがら

162 33 49薬剤による固化後改良土化

安定型埋立（委託） 0

木くず 中間処理後埋立（委託） 0 0

2020年度

処理量（ｔ）

429

1,632

36

889 25 172

2019年度

処理量（ｔ）

200

195

　　　・Ｅ-ｍａｉｌ：oota-s@blue.ocn.ne.jp

4.廃棄物処理料金
　処理料金につきましては種類・量・距離等により計算いたします。当社下記電話にてご相談ください。

　　＜相談連絡先＞

　　　・担当者：大石正義

　　　・ＴＥＬ：0538-38-6668

吉田町 0

270

原料化（委託）

がれき類

金属くず

2,697 2,796 2,858

処理方法

94

136

549 518

544 723

67 54

5 4 5

中間処理後処分量合計

0.56

0

0.58

0

2017年度

処理量（ｔ）

1.27

0

紙くず 中間処理後埋立（委託） 0 0 0 0

0

560

101

紙くず

廃プラスチック類

廃プラスチック類

木くず

再生砕石（委託） 98 263

1,797

245 225 305

773

中間処理後埋立（委託） 523 1,862

224

0

再生砕石（委託）

254

路盤材等（委託）

0.59

0

4.89

0

44

518圧縮梱包後製鋼原料化 560

38 0

237

圧縮梱包後プラスチック原料 288

485

557

109

圧縮梱包後製紙原料化 198

燃料チップ・堆肥（委託）
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有限会社オオタサービス 産業廃棄物フローシート

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず

及び陶磁器くず

がれき類 ㈲オオタサービス 安定型埋立

石綿含有産業廃棄物

がれき類

廃石膏ボード

コンクリートがら

アスファルトがら

廃油

繊維くず

汚泥

動植物性残さ

繊維くず

汚泥

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

圧縮梱包

再生（燃料・原料・RPF）

売却（プラスチック原料）

破砕後再生（製鋼原料）

破砕後再生（堆肥化）

焼却
分級、焼成、混練造粒後再生（路
盤材・造成用資材）

埋立

破砕 他社中間処理委託 埋立

木くず

圧縮梱包 破砕後再生（燃料チップ） 再生（燃料・原料・RPF）

破砕

他社中間処理委託 埋立

破砕

他社中間処理委託 埋立

再生（燃料・原料・RPF）

焼却（廃熱利用）
分級、焼成、混練造粒後再生（路
盤材・造成用資材）

埋立

紙くず 焼却（廃熱利用）
分級、焼成、混練造粒後再生（路盤材・造成
用資材）

埋立

圧縮梱包 売却（製紙原料）

埋立

圧縮梱包 破砕後再生（燃料チップ）
埋立

薬剤による固化 売却（改良土）

破砕 破砕後再生（原料化・再生紙）

破砕 破砕後再生（再生砕石等）

焼却（廃熱利用）
分級、焼成、混練造粒後再生（路
盤材・造成用資材）

㈲オオタサービス 安定型埋立

金属くず
破砕

売却（製鋼原料）
圧縮梱包

他社中間処理委託

他社中間処理委託

圧縮梱包
埋立

破砕

破砕・選別後再生（路盤材）

廃棄物種類 ㈲ｵｵﾀｻｰﾋﾞｽ 中間処分 再中間処理・再生先･処分方法 最終処分・再生先・処分方法

破砕・選別後再生（路盤材）

破砕
埋立

圧縮梱包
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